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研究成果の概要（和文）：　19世紀の最後の四半世紀から20世紀の最初の四半世紀にかけて、たとえば、グラモ
フォンやフォノグラフといった音の複製技術、電話やラジオの発明や社会への浸透、電子音楽等の新しい音楽装
置の登場、都市の工業化による機械音・人工音の増大による環境音やノイズへの自覚等、人々を取り巻く音環境
というのがそれ以前の時代に比べて大きく変化した。20世紀前半のロシア・ソ連において、そうした「音」に対
する新しい観念・イメージが文化、とりわけ芸術や人文学の分野のなかでいかに受容され、それらが新たにどの
ような文化的文脈を形成していったかを考証し、その多面性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：From the last quarter of the 19th century to the first quarter of the 20th 
century, the sound environment surrounding people changed significantly compared to earlier periods.
 These changes were caused by sound reproduction technologies such as gramophones and phonographs, 
the invention and social penetration of telephones and radios, the appearance of new musical devices
 such as electronic music, and an awareness of environmental sounds and noise due to the increase in
 mechanical and artificial sounds by urban industrialization. In Russia and the Soviet Union in the 
first half of the 20th century, the new conception and image of 'sound' was a major factor in the 
development of culture. This project examines how these new ideas and images of 'sound' were 
accepted into culture - particularly in the fields of art and the humanities - and what new cultural
 contexts they formed, and clarifies their multifaceted nature of these ideas and images of 'sound'.

研究分野： 20世紀ロシア文化史

キーワード： ロシア・アヴァンギャルド　音響文化　複製技術　20世紀ロシア文化　サウンド・スケープ　電子音楽

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　いわゆる「ロシア・アヴァンギャルド」を「サウンド」の側面から捉え直そうとする研究は、日本国内はもち
ろん、外国においてもまだ少ない。そうした点で本研究課題の諸々の成果は、その問題提起のみとってみても十
分な学術的意義はある。ただ、新型コロナウィルス感染拡大とロシア・ウクライナ戦争の影響により、さまざま
な研究や計画が頓挫してしまい、本来出せたはずの成果が出せなかったのも遺憾な事実ではある。もともと本研
究課題の目的としていた当時の音響実験装置や電子楽器等の実物展覧会と、それにあわせた一般向けのシンポジ
ウムの開催が、そうした社会情勢により不可能になってしまったことは痛恨の極みであった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 19 世紀末から 20 世紀前半、ロシア・ソ連では、「音」の複製技術をはじめとして、音響技術
の革新が進み、芸術表現の幅が広がるとともに、「音」に対する観念そのものも変容を迎えた。
たとえば、芸術史においてその端緒となったのは、ニコライ・クリビンの「自由音楽」（1909）
であるといえようが、この論考のなかでクリビンは、「自由音楽」という概念によって、調性音
楽ではなく、調和音と不調和音の結合や、自然の生音（環境音）への意識を呼びかけた。こうし
た考えは、イタリア未来派のルイジ・ルッソロが主張した「騒音音楽」の先駆けとも評価されて
いる。 
しかしながら、クリビンにあらわれるこの理念は音楽にとどまらない芸術概念として機能し

ていた点は見逃してはならない。クリビンの「生音＝騒音＝ノイズ」への志向は、先行するロシ
ア・シンボリズムの理念としての「音楽」を共有しながら、この後、知覚への直接的な働きかけ
としてロシア・アヴァンギャルドの（音楽に限定されることなく）各芸術分野において重要な概
念であるファクトゥーラ（手触り／触覚）などとも接続していく。このように、新しい「音」の
概念は、同時代の芸術運動においても重要な意義を有していた。 
 また、「音」の概念の拡張は、前述のように同時代の複製技術を始めとする技術革新と密接に
関わり、こうした技術が各芸術分野に入り込み新たな展開を生んでいた。当時の諸芸術と併走し
てあった新しい文芸学や芸術学の分野に関して言えば、例えば、レニングラードの「生きた言葉
研究所」（1918-24）では、演劇学者、俳優、音楽学者、医師、文学研究者などが参加し、学際的
に「発話」や「発声」についての研究が行われていた。この「生きた言葉研究所」が当時の教育
人民委員ルナチャルスキーの肝いりで設立されたという事実は、「生きた言葉」や「発話」とい
う問題がこの時期、社会的にもアクチュアルなテーマであったことを端的に示している。 
 生音、環境音への意識は、ポスト革命期になると社会との接続を謳う芸術表現へと展開した。
例えば、アレクセイ・アブラアーモフの「サイレン交響曲」（1922）は、モーター音や鐘の音な
ど、都市空間の環境音を統合して実際の都市空間で壮大な音響空間を創出する試みだが、この実
践は新しい大衆社会創造の思想と結びついていた。彼は、調性音楽は作曲家あるいは演奏家個人
の思想の現れであり、一方、警笛やモーター音は無個性の大衆社会の音と位置づけ、都市空間に
溢れる「社会の音」を「個人の音」に対置させている。彼はそこから都市空間における音楽的素
材の空間的構成「地形学的音響学」の計画を作成し、都市空間の「録音」と結びついた音楽ジャ
ンルを新たに研究している。 
 こうして、複製技術が環境音と結びつき、同時代には映画監督のジガ・ヴェルトフも、都市の
音を採集するフィールド・レコーディングの実験を試みている。それは後に『カメラを持った男』
において都市空間を写し取るファクトの概念へと近接していくのだが、「映画眼」で有名なヴェ
ルトフはまた、「我々は録音装置、グラモフォンを知っている。だが他の、より精度の高い装置
もある。それらが録音するのはあらゆるかすかな音、ささやき声、滝の轟音だ」と録音装置への
期待を表明しているように、「音」に対しても強い関心をもっていたことは強調しておかねばな
らない。これはヴェルトフに限ったことではなく、映画というジャンルがサイレントからトーキ
ーへと移行する時期の、映画における「音」の意義をロシア映画史の文脈で捉える必要もあるだ
ろう。 
 さらには、こうした新技術含め科学技術と芸術文化との関係は、単に芸術の側が影響を被った
のみならず、往還運動であったことは見逃してはならない。その顕著な例がテルミンボクスやシ
ンセサイザーといった電子楽器である。史上初の電子楽器を発明した物理学者であり音楽家で
もあるレフ・テルミンはもとより、芸術家として活動していたボリス・ヤンコフスキーが音を線
描画に変換する装置を開発するなど様々な発明品が生まれた。こうした新技術とともに「音」は
表現の素材として展開していくとともに、人々の知覚に少なからぬ変化をもたらしたはずであ
る。 
 このように「音」をめぐるこの時代の実践は、各ジャンルを横断して極めてダイナミックなも
のとしてあった。そうした主題に関する主要な先行研究としては、論集『ロシア・アヴァンギャ
ルドの百年』（マルガリータ・カトゥニャン編、2013）、オクサーナ・ブルガーコワ『文化現象と
しての声』（2015）、ヴァレリー・ゾロトゥヒン／ヴィタリー・シュミット編著『鳴り響く芸術の
ことば：芸術のことば研究室の仕事（1923-1930）』等が挙げられるが、いまだ緒についたばかり
だといえ、従来の個別研究の蓄積はあるものの、「音」を巡る総合的な研究は十分になされてい
るとは言い難い。こうした点を踏まえ、感性的な変化が顕著に現れてくる当時の芸術作品全般や
社会現象全般を射程に入れて検討し、個別研究の成果を相互に比較・対照しながら、「音」を「文
化史」のなかへと総合的に位置づける必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、20 世紀前半のロシア・ソ連において、「音」という現象がいかに文化のなか

で受容され、それらが新たな文脈としていかに形成されていったかを考証するものである。とり
わけ、ロシア・アヴァンギャルドという芸術運動における文化現象としての「音」を横断的に検



証し、それを可能とした感覚・知覚の時代的布置を明らかにすることを目的とする。そのことを
通して、たとえば、音の複製技術の登場、電子音楽等の音楽装置の発明、環境音への自覚化など、
技術革新や音の概念の拡張が、同時代の社会及び諸芸術に与えた影響を詳らかにすることを目
指す。 
 また、本研究の学術的な成果を積極的にアウトリーチしていくことも、強い意味での目的とし
たい。具体的に考えているのは、ロシアの研究協力者として承諾を得ている初期ソヴィエトの電
子音楽の専門家の所有する、当時の音響実験装置や電子楽器等の実物展覧会や、それにあわせた
シンポジウムの開催などである。 
 
３．研究の方法 
 便宜的に以下の三つの部門に分けて共同研究を実施した。もっとも各部門は明確に分けられ
るわけではないため作業仮説にすぎず、各部門のそれぞれの段階で得られた成果を、国際学会お
よび論集を通して統合し、発表することで、「ロシア・アヴァンギャルド期の文化現象としての
音」に関する包括的・総合的なヴィジョンを呈示することを目指した。 
 
１）ソ連における 1930 年代までの各芸術分野における「音」にまつわる理論を精査し、観念・

概念としての「音」の分析。 
２）ロシア・アヴァンギャルド芸術における「音」に関わる実践の精査、ジャンル間の相互関係

の分析。 
３）フォノグラフやグラモフォンをはじめとした当時の音響技術のソ連における普及・使用状況

を調査し、それらが芸術・人文学の領域に与えた具体的な影響の分析。 
 
 上記のようなかたちでの個別研究とその総合研究とは別に、1920-30 年代の音響実験装置や電
子楽器の実物展覧会開催へ向けての調査や実際的な打ち合わせ等を進めていった。 
 
４．研究成果 
 残念ながら、新型コロナウィルス感染拡大と、ロシア・ウクライナ戦争により本研究課題の目
的の多くは頓挫してしまった。とりわけ、大きな目的のひとつであった 1920-30 年代の音響実験
装置や電子楽器の実物展覧会とそれに伴う国際シンポジウムの実施が不可能となった。とりわ
け、新型コロナウィルス感染拡大状況が沈静化の兆しを見せはじめ、海外との人やモノの往来が
可能となりはじめた矢先、2022 年 2 月 24 日に開始されたロシア政府によるウクライナ侵略は、
「戦争」という、「コロナ」と同様にいつ終わるかわからぬ、展覧会や国際シンポジウム開催と
いう点ではきわめて難しい状況を生み出した。展覧会とそれに伴う国際シンポジウムの開催は
われわれの悲願であったため、最後までその可能性を諦めたくはなく、「戦争」に伴う計画変更
は（結果的に）後手に回ってしまった。そのため、（繰越等を含め）４年間の補助金の直接経費
の総計 6,700,000 円のうち、3,120,000 円強を返還した。 
 個別研究等の成果については、「主な発表論文等」の項目を参照されたいが、共同研究として
の本研究課題の成果としては、主に以下の３つが挙げられる。 
 
１）日本ロシア文学会第 69 回（2019 年度）研究発表会におけるワークショップ「ロシア・アヴ

ァンギャルドのサウンドスケープ」の開催（2019 年 10 月 27 日（日）、早稲田大学） 
 本ワークショップでは、八木君人「音声の複製技術時代におけるロシア・アヴァンギャル
ド詩」、梅津紀雄「20世紀前半の前衛音楽における楽音」、伊藤愉「1920 年代ロシア演劇にお
ける聴覚文化」、そして、大平陽一「ロシアにおける最初期のサウンド映画について」と題す
る報告を各人がおこない、その後、ディスカッサントとして安達大輔がコメントをし、会場
を含めた質疑応答を行った。 
 「音」「音響」「音楽」という主題をジャンル横断的に扱ったこのワークショップを通して、
国内のロシア文化研究者に「ロシア・アヴァンギャルド」のもつ「サウンド」の問題を広く
提示することができた。それと同時に、「サウンド」に関するさまざまな観念、それに対する
さまざまなアプローチを示すことができ、文化史におけるその重要性を示すことができたと
自負している。なお、各人の報告の概要については、本ワークショップの報告が掲載されて
いる日本ロシア文学会誌『ロシア語ロシア文学研究』第 52 号、2020 年、308-315 頁を参照さ
れたい。 

 
２）国際カンファレンス「ソヴィエト・アヴァンギャルドと音響文化」の開催（2023 年 3 月 21

日（火）、早稲田大学／対面＋zoom を使用したハイブリッド形式） 
本研究課題と、研究分担者の一人である伊藤愉を研究代表者とする国際共同研究強化（A）

「社会主義リアリズム前史としてのロシア演劇：アーカイヴ調査に基づくリアリズムの考察」
を主催とし、また、研究分担者の一人である安達大輔を研究代表者とする基盤研究（B）「ロ
シア・旧ソ連文化におけるメロドラマ的想像力の総合的研究」等の共催で、ロシア・アヴァ
ンギャルド演劇、モダニズムのパフォーマンス、初期サウンド・レコーディング等を専門と
するヴァレリー・ゾロトゥヒン（ルール大学ボーフム訪問研究員）と、ロシア映画研究・ド
イツ映画研究を専門とし、ロシアの音響文化全般を扱った単著『文化現象としての声』（2015）



もあるオクサーナ・ブルガーコワ（マインツ大学名誉教授）を招き、それぞれ、「1920 年代の
文学関係の録音とその聴取の技術」（ゾロトゥヒン）、「未来派とホモジナイザー、あるいは、
初期ソヴィエトのサウンド映画における声、音楽、ノイズ」（ブルガーコワ）と題する講演を
おこない、司会を伊藤愉が、ディスカッサント（のような役割）を八木君人が務めるかたち
で国際カンファレンスを開催した。ゾロトゥヒンの講演では、アレクサンドル・ブローク、
ニコライ・グミリョフ、ウラジーミル・マヤコフスキーら、1910-20 年代の詩人や作家たちに
よる自作の朗読の録音に関する広範な紹介を踏まえた上で、その録音素材がレコードのかた
ちで流通していく過程で生成する聴取のかたち（の変貌）を、「記憶」の問題と結びつけなが
ら詳らかにするものだった。一方、ブルガーコワの講演では、ソヴィエトの 20年代のサイレ
ントの映画監督たちが「視覚的無意識」を組織化しようとしたのと同様に、アレクセイ・く
るチョーフィフら立体未来派の詩の実験にも比されるかたちで、初期ソヴィエトのサウンド
映画がいわば「聴覚的無意識」と対峙する様子がさまざまな事例と共に語られ、ノイズ、静
寂、会話、セリフといったさまざまな音響が、「音楽」を媒介することで別の次元へと移され
総合されること、そしてそのことがさらには 30年代以降のソヴィエト映画における「声」の
使用や、演劇における発声の方法にも影響を与えたことが示された。聴衆の数は、必ずしも
多くはなかったものの、質疑応答は活発に行われ、きわめて興味深い、生産的なカンファレ
ンスを開催できたと自負している。 

 
３）アンドレイ・スミルノフ『失われた音を求めて：20 世紀前半のロシアとソ連の実験音響文

化』（Garage, 2020）の邦訳刊行（予定） 
 本研究課題のロシアにおける研究協力者の一人であるアンドレイ・スミルノフによる当該
テーマに関する重要な上記著作が2020年にモスクワで刊行された。スミルノフはすでに2013
年に『Sound in Z：20 世紀初めのサウンドと電子音楽における実験』をロンドンにて英語で
刊行しているが、2020 年に刊行された本書はその増補版であるといえる。われわれが企画し
ていた展覧会での展示物の多くもスミルノフの所蔵によるものを考えていたのだが、上述し
た通り、新型コロナウィルスの感染拡大やロシア・ウクライナ戦争によりその実現が不可能
になってしまったため、八木君人と伊藤愉とで本書の邦訳刊行の準備を進めた。全体の下訳
はすでにほぼ完了しているものの、全体にわたる固有名詞や約物の統一といった技術的なこ
とのみならず、引用文の出典先の確認、音楽用語、音響工学用語、電子機械用語等の訳語の
チェックなどはまだ十分にできておらず、補助金交付期間内の刊行は間に合わなかった。今
後、訳文を彫琢し、刊行したいと考えている。 
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